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標は、登録時の ALTが正常(≤45 IU/L)を示した者では「12ヶ月後も正常を維持」、高値(>45 IU/L)を




















情報を得た。追跡調査では、6 ヶ月後と 12 ヶ月後の ALT の情報を得た。結果指標は、登録時の ALT




この研究の主要結果は、（1）登録時 ALT 正常の者では、毎日 1 杯以上のドリップコーヒー摂取(vs.
摂取なし)で、12 ヶ月後も「正常値を維持」する者が多かった(OR=2.74，P=0.037)。（2）登録時 ALT
高値の者では、毎日 1杯以上のドリップコーヒー摂取(vs.摂取なし)で、12ヶ月後に「20IU/L 以上減
少」する者が多く(OR=3.79，P=0.034)、（3）ALT の減少幅が大きいほど、OR が上昇した (減少
幅?10、?20、?30IU/L で各々、1.80、3.79、21.68)。以上、「C型慢性肝疾患患者において、ドリップ
コーヒー摂取は、ALT レベルの安定化に有益な効果を有する」という結果を得た。 
この研究は、コーヒー摂取と ALTレベルの関連について、C型慢性肝疾患患者を対象に前向きに検討
した初めての報告である。 
また、コーヒー摂取量が自己申告であることによる誤分類（misclassification)の可能性と結果への
影響(non-differential misclassification)を考察するとともに、ALTの減少幅が大きいほど、コー
ヒー摂取の効果が顕著になること(dose-response relationship)を確認するなど、疫学理論の観点か
ら十分な考察がされている。 
 以上により、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判断された。 
 
 
 
